
高
橋
峯
次
郎
と
七
千
通
の
軍
事
郵
便

小
田
嶋
恭
二

→
〉臣
ロ
》
o
c
国
一
ば
宮
魯
き
§
色
o
力
⑫
＜
9
弓
字
o
霧
旬
邑
旨
…
9
昌
↑
⑫
⇔
⇔
㊥
屋

0
は
じ
め
に

②
藤
根
村
の
概
要

③
峯
次
郎
と
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
時
代

④
峯
次
郎
の
足
跡

⑤
お
わ
り
に

［論
文
要
旨
］

　
藤
根
村
と
い
う
東
北
の
貧
し
い
農
村
に
生
ま
れ
た
高
橋
峯
次
郎
と
い
う
一
教
師
を
と
お
し
て
、
彼

が
生

き
た
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
時
代
と
は
ど
う
い
う
時
代
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
村
の
指
導
者

と
し
て
日
露
戦
争
、
満
州
事
変
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
に
、
ど
の
よ
う
に
関
与
し
行
動
し
た
か
を
考
察

す
る
。

　
峯
次
郎
と
い
う
人
間
を
考
え
る
h
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
貧
し
い
農
村
」
、
「
青
少
年
教
育
」
、

「
兵
隊
バ
カ
」
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
生
前
六
六
年
間
書
き
続
け
た
日
記
、
三
七
年
間
発

行
し
続
け
た
『
真
友
』
、
教
え
子
か
ら
受
け
取
っ
た
七
千
通
を
超
え
る
軍
事
郵
便
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
手
が
け
た
二
冊
の
郷
土
史
か
ら
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
彼

は
、
藩
政
時
代
か
ら
繰
り
返
し
起
こ
る
飢
鰹
や
百
姓
一
揆
の
恐
ろ
し
さ
、
戊
辰
戦
争
の
敗
北
に

よ
り
明
治
政
府
か
ら
疎
外
さ
れ
て
き
た
東
北
農
村
の
歴
史
を
聞
い
て
育
つ
。
苦
学
し
て
師
範
学
校
を

卒
業
し
、
教
員
と
な
り
村
の
青
少
年
教
育
に
情
熱
を
注
ぐ
が
、
戦
争
と
い
う
暗
い
陰
が
い
つ
も
隣
り

合
わ

せ
で

あ
っ
た
。
日
露
戦
争
に
も
従
軍
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
家
族
に
及
ぼ
す
影
響
を
痛
い
ほ
ど

知
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
教
え
子
が
戦
地
に
行
っ
て
苦
労
し
な
い
よ
う
軍
事
訓
練
を
し
た
り
、
出

征
兵
士
に
村
の
様
子
、
家
族
の
様
子
を
知
ら
せ
る
「
真
友
』
や
激
励
の
手
紙
を
送
付
し
た
。
時
に
は

異
常

な
ま
で
軍
に
協
力
す
る
姿
が
、
誤
解
さ
れ
「
兵
隊
バ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
敗
戦
と
い
う
結
末
で
太
平
洋
戦
争
は
終
わ
る
。
こ
れ
ま
で
政
治
を
信
じ

軍

部
を
信
じ
「
兵
隊
バ
カ
」
と
ま
で
呼
ば
れ
、
国
策
遂
行
に
協
力
し
た
こ
と
に
対
し
、
敗
戦
を
境
に

そ
の
指
導
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
戦
争
で
教
え
子
を
失
い
、
こ
れ
ま
で
村
の
指
導
者
と
し

て

と
っ
た
行
動
が
否
定
さ
れ
、
心
に
深
い
傷
を
負
う
。
戦
後
、
彼
は
戦
死
し
た
教
え
子
の
霊
を
供
養

し
、
遺
族
た
ち
の
世
話
や
恵
ま
れ
な
い
人
々
や
子
ど
も
の
世
話
を
し
、
社
会
福
祉
に
奉
仕
す
る
。
こ

れ
は

彼
自
身
の
戦
争
責
任
の
取
り
方
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
の
人
生
の
け
じ
め
の
つ
け
方
で
も
あ
っ
た

の

で
は
な
い
か
。
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0
は
じ
め
に

　
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
（
現
北
上
市
和
賀
町
藤
根
）
は
人
口
三
千
人
ほ
ど
の
小
村

で

あ
る
が
、
日
清
戦
争
（
明
治
二
七
～
二
八
年
）
に
は
＝
人
が
出
征
し
二
人
が
戦

死
、
日
露
戦
争
（
明
治
三
七
～
三
八
年
）
で
は
六
五
人
が
出
征
し
四
人
の
戦
死
者
を

出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
一
五
年
戦
争
で
は
延
べ
七
二
七
人
が
出
征
し
一
三
五
人

（男
子
村
民
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
）
が
戦
死
し
て
い
る
。
な
お
岩
手
県
の
兵
士
の
戦
死

者

は
約
三
万
三
千
人
に
の
ぼ
り
、
全
国
の
戦
没
者
数
は
二
五
〇
万
人
と
も
三
一
〇
万

人

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
だ
け
戦
争
が
日
常
の
隅
々
に
ま
で
迫
っ
て
き
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

（大
正
三

～
七
年
）
を
境
に
飛
行
機
や
自
動
車
、
戦
車
、
重
火
器
が
本
格
的
に
導
入

さ
れ
、
機
動
力
、
破
壊
力
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、
近
代
戦
争
は
総
力
戦
、
消
耗
戦
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
岩
手
は
多
く
の
陸
海
軍
の
顕
官
を
輩
出
し
、
戦
争
指
導
に
も
県
民
は
深
く

か
か

わ
っ
て
い
る
。
主
戦
論
を
展
開
し
日
米
開
戦
時
の
首
相
と
な
っ
た
東
条
英
機
陸

軍
大
将
、
関
東
軍
高
級
参
謀
と
し
て
満
州
事
変
や
満
州
国
建
国
、
日
中
戦
争
を
推
進

し
た
板
垣
征
四
郎
陸
軍
大
将
や
日
米
の
対
立
の
緩
和
と
日
中
戦
争
の
解
決
を
目
指
し

た
海
軍
の
米
内
光
政
、
二
・
二
六
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た
斎
藤
実
大
将
等
が
い
る
。

　
一
方
で
、
一
兵
卒
と
し
て
徴
兵
さ
れ
戦
地
に
赴
い
た
多
く
の
農
民
兵
士
は
ど
う
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。
農
村
社
会
の
な
か
で
多
く
の
農
民
は
、
義
務
教
育
の
後
は
農
耕
に

明
け
暮
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
軍
隊
以
外
に
農
民
を
対
等
に
扱
っ
て
く
れ
る
社
会
は
他

に
な
か
っ
た
。
農
民
が
軍
隊
に
あ
こ
が
れ
を
抱
い
た
の
は
農
村
の
生
活
の
貧
し
さ
と

閉
鎖
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
岩
手
の
農
村
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
従
順

で
忠
勇
な
皇
軍
兵
士
の
供
給
源
と
な
っ
て
い
た
。

　
和
賀
郡
藤
根
村
の
高
橋
峯
次
郎
は
看
護
兵
と
し
て
応
召
従
軍
し
た
日
露
戦
争
か
ら

帰
還
後
、
す
ぐ
に
郷
里
の
藤
根
尋
常
小
学
校
に
准
訓
導
と
し
て
復
職
し
た
。
以
来
、

昭
和
二
四
年
、
六
六
歳
で
新
制
中
学
校
の
助
教
諭
を
退
職
す
る
ま
で
の
四
三
年
間
一

度
も
他
所
で
勤
務
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
召
集
さ
れ
戦
地
に
赴
い
た
藤
根
村
出
身

兵

は
す
べ
て
彼
の
教
え
子
で
あ
っ
た
。
峯
次
郎
は
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
か

ら
昭
和
二
〇
年
の
敗
戦
直
前
ま
で
、
『
真
友
』
と
い
う
郷
土
通
信
を
月
刊
あ
る
い
は

季
刊
と
し
て
発
行
し
、
教
え
子
の
兵
士
た
ち
に
送
り
続
け
た
。
そ
の
教
え
子
た
ち
が

戦
地
か

ら
峯
次
郎
に
宛
て
た
七
千
通
の
軍
事
郵
便
が
残
さ
れ
て
い
る
。

②
藤
根
村
の
概
要

七

千
通
も
の
軍
事
郵
便
が
送
ら
れ
て
き
た
藤
根
村
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
村
で

あ
っ
た
の
か
。
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
、
峯
次
郎
が
生
涯
を
か
け
て
編
集
し
た
『
藤
根

村
誌
』
と
『
藤
根
郷
土
史
』
の
二
冊
の
郷
土
史
か
ら
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
村
の
位
置
と
気
候

　
J
R
北
上
駅
か
ら
西
方
に
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
旧
藤
根
村
（
現
北
上

市
和
賀
町
藤
根
）
が
あ
る
。
西
か
ら
南
に
か
け
て
は
標
高
＝
○
○
～
一
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
奥
羽
山
脈
が
、
そ
し
て
東
か
ら
北
に
は
北
上
山
系
が
め
ぐ
る
平
坦
な
土

地

で

あ
る
。
村
の
南
端
を
和
賀
川
が
、
西
か
ら
東
へ
流
れ
て
い
る
。
北
は
旧
笹
間

（現
花
巻
市
）
、
西
は
横
川
目
、
竪
川
目
、
南
は
岩
崎
、
煤
孫
、
東
は
江
釣
子
（
現
北

上
市
）
と
接
す
る
。
地
内
を
南
北
に
主
要
地
方
道
盛
岡
和
賀
線
・
県
道
岩
崎
藤
根

線
、
東
西
に
国
道
一
〇
七
号
線
と
J
R
北
上
線
が
平
行
し
て
通
っ
て
い
る
。

気
候
は
東
日
本
の
太
平
洋
側
の
気
候
区
に
属
し
て
い
る
が
、
奥
羽
山
脈
と
北
上
山

系
に
挟
ま
れ
て
い
る
た
め
、
内
陸
性
の
気
候
の
特
性
を
呈
し
て
、
気
温
の
日
較
差
・

年
較
差
が
や
や
大
き
い
。
ま
た
冬
季
は
日
本
海
側
の
気
候
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

積
雪
量
が
比
較
的
多
い
。
平
均
気
温
は
一
一
～
一
一
・
五
度
、
降
水
量
は
＝
一
〇
〇

ミ
リ
前
後
、
年
間
の
降
雪
量
は
二
五
〇
～
二
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
冬
は

一
一
月
下
旬
か
ら
三
月
下
旬
ま
で
の
間
雪
で
覆
わ
れ
る
。
夏
は
や
ま
せ
の
影
響
を
受
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（平成3年4月）（昭和31年4月）（昭和30年4月）（明治22年）

北　上　市

北 上　市

和賀町和 賀　村

江釣子本

岩　崎　村

藤　根　村

横川目村

（江戸時代）

岩　崎　村

岩崎新田村

煤　孫　村

山　口　村

藤　根　村

長　沼　村

後　藤　村

横川目村

堅川目村

図3　行政区画の変遷

表1　旧藤根村の戸数と人ロ

年号 西暦 戸数 人口 一世帯当
りの人口 参　考　文　献

弘化3年 1846 235 藤根郷土史

明治5年 1872 277 1751 6．3 ク

明治23年 1890 2399 〃

明治27年 1894 306 2582 ＆4 〃

明治37年 1904 315 3015 9．6 ク

大正5年 1916 330 2841 8．6 〃

大正10年 1921 382 2452 6．4 ク

昭和5年 1930 463 3037 6．6 ク

昭和10年 1935 491 3054 6．2 ク

昭和22年 1947 685 4112 6．0 岩手県統計年鑑

昭和30年 1955 699 4358 6．2 いきいき和賀町

昭和41年 1966 913 4702 5ユ 和賀町の統計

昭和61年 1986 1193 4891 4．0 ク

平成12年 2000 1464 5348 3．7 北上市の統計

け
る
こ
と
が
時
々
あ
り
、
冷
害
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

（
2
）
行
政
区
画
の
変
遷
と
人
口

　
藤
根
村
は
、
現
在
市
町
村
合
併
に
よ
り
北
上
市
和
賀
町
藤
根
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の

変
遷
経
過
は
、
図
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
藤
根
村
を
形
成
す
る
地
域
は
、
明
治
元

年
（
一
八
六
八
）
ま
で
仙
台
藩
境
に
近
く
、
盛
岡
藩
の
要
衝
と
し
て
幕
藩
時
代
の
歩

み

を
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
藤
根
村
、
長
沼

村
、
後
藤
村
の
三
村
が
合
併
し
藤
根
村
が
誕
生
し
、
そ
の
後
昭
和
三
〇
年
岩
崎
村
、

横
川
目
村
、
藤
根
村
の
三
村
が
合
併
し
和
賀
村
と
な
り
、
翌
年
町
制
施
行
で
和
賀
町

が
発
足

し
た
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
四
月
近
隣
の
北
上
市
、
江
釣
子
村
と
合
併

し
北
上
市
と
な
り
、
現
在
の
行
政
区
画
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

　
藤
根
村
の
人
口
の
推
移
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
明
治
五
年
の
人
口
は
わ
ず
か

一
七

五
一
人
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
七
年
に
は
三
〇
〇
〇
人
を
超
え
一
世
帯
当
り
の

家
族
数
も
九
・
六
人
で
最
高
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
一
〇
年
に
は
戸
数
四
九
一
戸
、

人
口
三
〇
五
四
人
、
昭
和
三
〇
年
に
は
戸
数
六
九
九
戸
、
人
口
四
三
五
八
人
、
そ
し

て

平
成
＝
一
年
に
は
戸
数
一
四
六
四
戸
、
人
口
五
三
四
八
人
と
な
り
、
お
よ
そ
一
〇

〇

年
前
の
明
治
三
七
年
と
比
較
す
る
と
戸
数
で
四
・
六
倍
、
人
口
で
一
・
八
倍
増
加

し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
一
世
帯
当
り
の
人
口
は
約
三
分
の
一
に
減
っ
て
お
り
核

家
族
化
が
進
行
し
て
い
る
。

（
3
）
村
の
産
業

　
『
藤
根
郷
土
史
』
に
よ
る
と
、
昭
和
＝
年
の
藤
根
村
の
産
業
の
主
体
は
農
業
で

戸
数
の
九
割
を
占
め
る
。
戸
数
四
九
一
戸
の
内
、
農
業
四
四
〇
戸
（
八
九
・

六

％
）
、
林
業
二
戸
、
工
業
三
戸
、
商
業
一
〇
戸
（
二
・
○
％
）
、
賃
労
働
二
二
戸

（
四
・
五
％
）
、
そ
の
他
一
五
戸
（
三
・
一
％
）
で
あ
る
。
同
じ
く
耕
地
面
積
は
、
田
七

〇

九

町
一
反
歩
、
畑
二
七
九
町
一
反
歩
、
林
野
八
六
〇
町
八
反
歩
、
村
有
林
野
四
五

町
三

反
歩
で

あ
っ
た
。
こ
の
内
、
田
一
九
七
町
七
反
歩
、
畑
八
一
町
五
反
歩
は
藤
根
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村
以
外
の
不
在
地
主
が
所
有
者
で
あ
り
、
実
際
に
は
田
五
＝
町
四
反
歩
、
畑
一
九

七
町
五
反
歩
が
村
民
の
分
で
あ
っ
た
。
＝
戸
当
り
平
均
田
で
一
町
歩
、
畑
で
四
反
歩

の
所
有
で
あ
っ
た
。
戦
後
開
田
さ
れ
る
後
藤
野
以
外
の
土
地
は
、
す
で
に
開
田
さ
れ

尽
く
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
大
半
の
農
家
は
二
男
、
三
男
に
分
け
与
え
て
や
る
土
地

は
な
か
っ
た
。
ま
た
零
細
な
小
作
農
家
で
、
稲
刈
り
が
終
り
冬
仕
度
の
季
節
に
な
る

と
、
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
に
出
稼
ぎ
に
で
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
。

　
　
（
4
）
村
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
た
る
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
る
　
　
い

　
昔
、
藤
根
は
「
垂
井
の
里
」
と
呼
ば
れ
た
。
「
足
る
井
」
で
、
豊
富
な
清
水
の
湧

く
里
で
あ
っ
た
。
村
の
中
央
に
鎮
守
の
森
「
阿
弥
陀
堂
」
が
あ
り
、
ま
た
す
ぐ
近
く

に

は
和
賀
・
稗
貫
・
紫
波
三
郡
の
当
国
三
十
三
観
音
二
八
番
札
所
「
藤
根
観
音
堂
」

が
あ
る
。
こ
の
観
音
堂
境
内
に
昔
左
巻
き
の
巨
大
な
藤
が
あ
り
、
「
そ
の
根
は
臥
龍

の
如

く
、
蔓
は
境
内
に
繁
る
木
々
に
ま
つ
わ
り
、
春
の
花
の
季
節
に
は
紫
の
雲
が
境

内
を
覆
う
か
と
思
わ
れ
る
ば
か
り
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
藤
根
の
地
名
は
こ
の
藤
の

大
樹

に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
藩
政
時
代
に
こ
の
広
大
な
原
野
が
開
墾
さ
れ
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
。
寛
文
八
年

（
＝
ハ
六
八
）
松
岡
八
左
衛
門
が
猿
田
堰
（
松
岡
堰
と
も
い
う
）
を
、
そ
し
て
延
宝

三
年
（
一
六
七
五
）
奥
寺
八
左
衛
門
が
上
堰
、
同
七
年
（
一
六
七
九
）
に
は
下
堰
を

完
成
さ
せ
た
。
両
堰
に
よ
る
水
利
は
周
辺
の
二
三
力
村
に
灌
水
し
た
。
寛
文
八
年
の

検
地
で

は
松
岡
新
田
三
八
〇
〇
石
余
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
検
地
で
は
奥
寺
新

田
七
六
〇
〇
石
余
と
な
り
盛
岡
藩
最
大
の
開
田
事
業
と
な
っ
た
。
こ
の
新
田
開
発
は

藩
に
と
っ
て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
農
民
た
ち
に
は
必
ず
し
も
喜
ば
れ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
後
に
凶
作
、
飢
瞳
そ
し
て
百
姓
一
揆
の
原
因
と
な
る
の
で
あ
っ

た
。
高
冷
地
の
南
部
盛
岡
藩
で
は
三
～
四
年
に
一
度
の
割
合
で
不
作
・
凶
作
が
発
生

し
、
藩
の
苛
政
と
相
ま
っ
て
し
ば
し
ば
飢
鰹
と
な
っ
た
。
中
で
も
、
元
禄
・
宝
暦
・

天
明
・
天
保
の
飢
饒
は
ひ
ど
く
「
南
部
藩
四
大
飢
饅
」
と
呼
ば
れ
、
藩
の
人
口
が
二

五
万
人
前
後
の
時
に
二
万
五
千
人
か
ら
五
万
人
の
飢
死
者
が
で
た
。
凶
作
は
無
理
な

新
田
開
発
に
も
原
因
の
一
つ
が
あ
っ
た
。

　

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
黒
沢
尻
通
の
村
々
を
中
心
に
二
千
余
人
が
立
ち
上
が

り
、
盛
岡
に
強
訴
し
て
い
る
。
藩
で
は
一
揆
の
要
求
を
全
面
的
に
認
め
た
が
、
後
に

首
謀
者
に
対
し
て
は
厳
酷
な
処
罰
で
臨
ん
だ
。
こ
の
時
、
下
藤
根
の
千
葉
四
郎
右
衛

門
な
ど
首
謀
者
五
人
が
打
首
獄
門
と
な
っ
た
。
し
か
し
鬼
柳
通
や
黒
沢
尻
通
で
は
、

こ
の
後
も
一
揆
は
続
き
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
山
口
・
煤
孫
・
岩
崎
村
を
中

心

に
起
き
た
凶
作
に
よ
る
減
税
一
揆
が
盛
岡
藩
最
後
の
一
揆
と
な
っ
た
。
百
姓
一
揆

の
口

火
を
き
る
の
は
い
つ
も
和
賀
郡
の
農
民
で
あ
っ
た
。

　

明
治
に
な
る
と
文
明
開
化
の
も
と
政
府
は
、
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
の
政
策
を
と

り
、
欧
米
の
近
代
的
技
術
・
制
度
・
風
俗
習
慣
な
ど
を
積
極
的
に
移
入
し
た
。
市
町

村
合
併
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
町
（
現
横
手
市
）
と
岩

手
県
和
賀
郡
黒
沢
尻
町
（
現
北
上
市
）
を
結
ぶ
平
和
街
道
（
国
道
一
〇
七
号
の
前

身
）
が
明
治
一
五
年
に
開
通
し
、
西
和
賀
諸
鉱
山
の
開
発
を
促
進
さ
せ
た
。
大
正
一

三

年
に
は
横
手
駅
と
黒
沢
尻
町
駅
（
現
北
上
駅
）
を
結
ぶ
横
黒
線
（
J
R
北
上
線
の

旧
名
）
が
開
通
し
、
ま
す
ま
す
産
業
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
農
業
政
策
に
お
い
て
は
、
地
租
改
正
に
よ
っ
て
土
地
所
有
制
が
確
立
し

た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
骨
子
は
幕
藩
領
主
制
的
支
配
か
ら
地
主
制
的
土
地
所
有
制
へ

の

移
行
で
あ
っ
た
。
農
業
生
産
の
中
心
は
地
主
で
あ
り
、
小
作
人
の
大
半
は
、
依
然

と
し
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
封
建
的
土
地
制
度
の
も
と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

小
作
人
に
は
何
等
恩
恵
を
与
え
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
岩
崎
、
横
川
目
、
藤
根
の
三

力
村
内
に
田
畑
、
山
林
、
原
野
等
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
大
地
主
の
う
ち
、
村
外

の
人

は
大
正
初
期
で
六
〇
％
に
も
達
し
て
い
た
。
こ
の
不
在
地
主
は
、
黒
沢
尻
町
の

貸
金
業
者
や
商
人
の
金
持
ち
で
、
商
業
資
本
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
自
作
農
的

独
立
の
道
に
恵
ま
れ
な
い
で
、
零
細
自
作
な
い
し
小
作
の
地
位
の
ま
ま
で
あ
っ
た
農

家
も
多
か
っ
た
。

　
昭
和
に
入
る
と
、
昭
和
四
年
の
世
界
大
恐
慌
、
波
状
的
に
襲
っ
て
く
る
冷
害
に
よ

る
凶
作
、
そ
し
て
昭
和
六
年
の
満
州
事
変
を
契
機
に
始
ま
っ
た
一
五
年
戦
争
に
よ
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り
、
東
北
農
村
の
疲
弊
は
激
し
く
な
り
、
娘
の
身
売
り
、
欠
食
児
童
の
増
加
、
小
作

争
議
の
多
発
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
働
く
土
地
を
持
た
な
い
農

家
の
二
、
三
男
対
策
と
し
て
満
州
へ
の
開
拓
移
民
計
画
や
経
済
更
正
活
動
が
推
進
さ

れ
、
農
民
に
働
き
口
を
与
え
る
た
め
の
農
村
工
業
の
振
興
や
救
農
土
木
事
業
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。
ま
た
村
の
行
事
も
青
年
訓
練
や
軍
事
講
演
会
な
ど
が
次
第
に
多
く
な

り
、
時
代
は
軍
国
色
へ
と
大
き
く
流
れ
を
変
え
は
じ
め
て
い
た
。

　
藤
根
村
で
は
、
満
州
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
ま
で
の
一
五
年
間
に
七
二

七
人
が
出
征
し
、
二
二
五
人
の
戦
死
者
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
銃
後
で
は
昭
和
一
三

年
六
月
か
ら
後
藤
野
に
飛
行
場
の
建
設
が
始
ま
り
、
九
月
に
秩
父
宮
殿
下
の
御
臨
席

の

も
と
後
藤
野
飛
行
場
献
納
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
飛
行
場
は
、
岩
手
県
下
の
＝
一

万
人
も
の
青
少
年
の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
竣
工
後
も
こ
の
勤
労
動
員
は

終
戦

ま
で
続
け
ら
れ
た
。
昭
和
二
〇
年
八
月
九
、
一
〇
日
に
米
軍
機
の
空
襲
を
受

け
、
そ
の
五
日
後
に
は
終
戦
を
迎
え
る
が
、
八
月
一
〇
日
に
は
こ
の
飛
行
場
か
ら
最

後
の
特
攻
隊
が
飛
び
立
っ
て
い
る
。

　

戦
後
、
和
賀
町
は
広
大
な
土
地
を
利
用
し
大
規
模
な
開
田
と
圃
場
整
備
事
業
を
行

い
、
大
型
機
械
を
積
極
的
に
導
入
し
、
米
を
基
幹
作
物
と
す
る
産
業
の
推
進
を
図
っ

て

き
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
五
年
か
ら
の
米
生
産
調
整
、
四
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
、
五
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
か
ら
低
成
長
へ
の
政
策
転
換
に
よ
る
不
況
、
昭
和

五
五
年
か
ら
五
八
年
ま
で
の
冷
害
と
過
剰
投
資
に
よ
る
農
家
の
負
債
問
題
、
さ
ら
に

は
農
畜
産
物
の
自
由
化
な
ど
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
ま
た
一

方
で
企
業
誘
致
と
地
場
産
業
の
育
成
に
伴
い
、
農
業
後
継
者
に
目
さ
れ
て
い
る
若
者

は
農
業
を
継
が
ず
第
二
次
、
三
次
産
業
に
就
職
し
て
い
る
。
専
業
あ
る
い
は
第
一
種

兼
業
農
家
は
、
離
農
し
た
り
第
二
種
兼
業
農
家
に
移
行
し
急
速
に
農
業
人
口
が
減
少

し
て
き
て
い
る
。

⑬
峯
次
郎
と
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
時
代

（
1
）
生
い
た
ち

　
高
橋
峯
次
郎
は
、
明
治
一
六
年
一
月
五
日
岩
手
県
和
賀
郡
藤
根
村
字
後
藤
の
百
姓

円
次
郎
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
兄
弟
一
〇
人
の
末
っ
子
で
あ
り
、
父
円
次
郎
は

四

六
歳
、
母
り
き
は
四
〇
歳
で
あ
っ
た
。

　
円
次
郎
は
一
町
歩
の
水
田
だ
け
で
は
家
族
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
農

事
の
か
た
わ
ら
桶
屋
を
し
て
日
銭
を
稼
い
だ
。
父
は
峯
次
郎
が
小
学
校
四
年
を
卒
業

す
る
と
、
桶
屋
の
手
伝
い
を
さ
せ
た
。
桶
屋
の
小
僧
を
し
、
百
姓
の
手
伝
い
を
し
な

が
ら
少
年
期
を
育
っ
て
い
く
。

　
峯
次
郎
は
、
自
分
た
ち
百
姓
の
置
か
れ
て
い
る
恵
ま
れ
な
い
現
実
を
意
識
し
、
こ

れ
か

ら
の
新
し
い
時
代
に
対
し
、
学
問
を
身
に
つ
け
の
し
上
が
ろ
う
と
決
意
す
る
。

そ

の

き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
は
、
あ
る
暑
い
盛
り
、
母
と
二
人
で
田
の
草
取
り
で
泥
田

を
這
い
回
っ
て
い
た
時
、
水
田
の
向
こ
う
の
道
路
を
真
っ
白
い
洋
服
を
着
た
青
年
紳

士
の
通

る
の
を
見
た
時
だ
っ
た
と
言
う
。
峯
次
郎
は
、
「
今
に
オ
レ
も
あ
の
よ
う
に

な
っ
て
見
せ
る
。
」
と
母
に
語
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の
後
、
自
分
の
入
っ
た
後
藤
分
教

場

に
行
っ
て
小
原
三
太
郎
先
生
に
頼
ん
で
勉
強
を
教
え
て
も
ら
い
、
明
治
三
五
年
四

月
岩
手
師
範
学
校
講
習
科
（
盛
岡
に
あ
っ
た
）
に
入
学
す
る
。
当
時
、
師
範
に
入
学

す
る
に
は
、
抜
群
の
成
績
か
あ
る
い
は
士
族
の
子
弟
か
大
財
産
家
の
子
弟
で
な
け
れ

ば

入
学
で
き
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
新
進
気
鋭
の
青
年
教
師
に
変
貌
を
遂
げ
た
彼

は
、
明
治
三
六
年
三
月
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
同
年
七
月
か
ら
九
戸
郡
山
根
村
木
売

内
尋
常
小
学
校
へ
赴
任
し
初
め
て
教
壇
に
立
つ
。

　

木
売
内
尋
常
小
学
校
へ
赴
任
し
て
半
年
た
っ
た
明
治
三
七
年
二
月
日
本
は
つ
い
に

ロ

シ
ア
に
対
し
宣
戦
を
布
告
し
た
。
陸
軍
は
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
次
々
に
若
者
た

ち
に
召
集
令
状
を
発
し
て
軍
隊
に
集
め
た
。
峯
次
郎
に
召
集
令
状
が
来
る
の
は
も
は

や

時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。
彼
は
三
月
に
郷
里
の
す
ぐ
近
く
の
笹
間
小
学
校
に
転
任
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し
そ
れ
に
対
処
し
た
。

（
2
）
日
露
戦
争
従
軍

　

峯
次
郎

は
、
岩
手
師
範
学
校
在
学
中
の
七
月
徴
兵
検
査
を
受
け
合
格
し
た
。
翌
明

治
三
六
年
三
月
卒
業
し
家
に
帰
る
と
、
そ
れ
を
待
ち
う
け
て
い
た
か
の
よ
う
に
軍
隊

か

ら
召
集
令
状
が
来
た
。
四
月
一
日
に
は
弘
前
野
戦
砲
兵
第
八
聯
隊
第
四
中
隊
に
入

営
す
る
。
こ
の
召
集
は
わ
ず
か
三
カ
月
間
の
教
育
召
集
で
あ
り
、
六
月
三
〇
日
に
軍

隊
生
活
を
終
え
て
帰
っ
て
く
る
。

　

明
治
三
七
年
二
月
日
露
戦
争
が
始
ま
り
、
六
月
七
日
に
仙
台
の
第
八
師
団
に
動
員

令
が

下
っ
た
。
こ
の
動
員
令
で
、
東
北
部
隊
が
大
陸
に
行
っ
て
激
烈
な
戦
い
を
す
る

の

で

あ
る
。
峯
次
郎
も
六
月
一
〇
日
召
集
を
受
け
弘
前
野
砲
第
八
聯
隊
に
入
隊
し

た
。
彼
は
す
ぐ
看
護
兵
に
選
ば
れ
陸
軍
看
護
学
校
に
入
学
す
る
。
看
護
兵
と
し
て
軍

務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
で
、
彼
は
生
涯
人
間
の
生
命
を
み
つ
め
、
大
切
に
す
る
生

き
方
を
し
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
明
治
三
八
年
七
月
二
四
日
弘
前
を
出
発
し
、
宇
品
港
か
ら
大
連
、
奉
天
、
英
守

屯
、
双
模
台
、
慶
雲
保
舎
営
病
院
、
鉄
嶺
兵
姑
病
院
と
戦
場
を
歩
き
、
翌
三
九
年
三

月
一
七
日
弘
前
で
召
集
解
除
と
な
る
。
そ
の
間
、
日
本
兵
に
切
ら
れ
た
満
人
を
手
当

し
た
り
、
峯
次
郎
自
身
高
熱
や
腸
窒
扶
斯
に
か
か
り
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
う
体
験
も

し
、
や
っ
と
の
こ
と
で
日
本
へ
帰
っ
て
来
る
。
彼
は
、
勲
八
等
瑞
宝
章
と
日
露
戦
役

従
軍
記
章
を
も
ら
っ
て
郷
里
へ
凱
旋
し
た
。
藤
根
に
帰
る
と
年
老
い
た
両
親
か
ら
家

の
借
金

が
一
七
〇
円
も
あ
り
、
去
年
凶
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
。
こ
の
日

露
戦
争
で
藤
根
村
か
ら
は
六
五
人
が
出
征
し
、
四
人
の
戦
死
者
を
出
し
た
。
岩
手
県

か

ら
は
一
二
六
〇
人
余
の
戦
死
者
を
出
し
て
い
る
。

　
二
年
間
続
い
た
日
露
戦
争
は
日
本
軍
の
勝
利
で
終
わ
っ
た
が
、
中
国
に
派
遣
さ
れ

た
郷
土
部
隊
の
弘
前
歩
兵
第
三
一
聯
隊
は
、
黒
溝
台
や
奉
天
の
会
戦
な
ど
激
戦
の
戦

場

を
進
ん
だ
。
零
下
三
〇
度
の
降
雪
の
中
で
の
激
闘
で
悲
惨
を
極
め
る
戦
い
で
あ
っ

た
。
三
一
聯
隊
は
、
こ
の
戦
闘
だ
け
で
戦
死
者
三
四
〇
余
人
、
負
傷
者
一
〇
八
〇
余

人

も
出
し
て
い
る
。
看
護
兵
で
あ
っ
た
若
干
二
二
歳
の
峯
次
郎
青
年
は
、

で

何
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
3
）
峯
次
郎
の
教
育
理
念

こ
の
戦
い

　

日
露
戦
争
か
ら
帰
っ
て
き
た
峯
次
郎
は
、
六
月
か
ら
郷
里
の
藤
根
尋
常
小
学
校
に

復
職
す
る
。
そ
れ
か
ら
以
後
、
昭
和
二
四
年
に
新
制
中
学
校
の
助
教
諭
を
退
職
す
る

ま
で
の
四
三
年
間
、
藤
根
村
か
ら
一
歩
も
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
尋
常
小
学
校
、

青
年
学
校
、
新
制
中
学
校
と
勤
務
は
変
わ
る
が
、
四
三
年
間
に
わ
た
っ
て
郷
土
に
と

ど
ま
り
藤
根
の
青
少
年
を
育
て
続
け
る
。

　

彼
は
、
地
域
の
学
校
教
育
は
そ
の
地
域
の
生
活
の
中
に
根
を
お
ろ
し
て
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
育
理
念
を
持
っ
て
い
た
。
彼
の
教
育
の
や
り
方
で
目
を

ひ
く
の
は
、
青
少
年
団
の
育
成
に
力
を
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
記
録
に
よ
る
と
、
明

治
四
三
年
七
月
に
「
藤
根
少
年
真
友
会
」
と
い
う
少
年
団
を
誕
生
さ
せ
た
。
団
員
は

一
二
歳
か

ら
一
六
歳
ま
で
の
男
子
で
、
団
員
に
な
る
に
は
試
験
が
あ
っ
た
。
ま
た
少

年
団
の
訓
練
内
容
は
、
夜
学
・
お
話
会
・
体
操
・
野
外
訓
練
・
見
学
・
遠
足
・
水

泳
・
柔
道
・
雪
中
行
軍
・
講
話
等
で
あ
っ
た
。
大
正
二
年
七
月
に
ス
カ
ウ
ト
訓
練
を

取
り
入
れ
た
「
藤
根
少
年
団
」
と
改
名
し
た
。
大
正
四
年
一
月
大
日
本
少
年
団
に
全

国
最
初
の
加
盟
団
と
し
て
藤
根
少
年
団
が
加
盟
す
る
。
大
正
＝
年
四
月
に
東
京
で

第
一
回
少
年
団
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
団
長
峯
次
郎
は
一

〇

名
の
団
員
を
連
れ
て
参
加
し
た
。
当
時
汽
車
も
見
た
こ
と
の
な
い
貧
し
い
田
舎
の

少
年
た
ち
が
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
制
服
制
帽
に
身
を
整
え
岩
手
県
か
ら
参
加
し
た

の
で

あ
る
。
ま
た
少
年
団
活
動
に
音
楽
を
取
り
入
れ
、
楽
隊
を
組
織
し
村
の
行
事
を

飾
っ
た
。

　
一
見
、
峯
次
郎
は
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
に
も
見
え
る
が
、
一
方
で
泥
に
ま
み
れ
地
を
這

う
農
民
魂
を
子
供
た
ち
に
身
を
以
て
示
し
た
。
教
え
子
の
故
加
藤
勝
夫
氏
は
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。
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「
昭
和
七
、
八
年
頃
だ
っ
た
と
思
う
な
、
当
時
農
村
は
不
景
気
の
ド
ン
底
だ
っ

た
。
そ
の
救
済
事
業
と
し
て
和
賀
川
の
改
修
事
業
が
九
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ

た
が
、
藤
根
の
人
達
も
工
営
所
に
行
く
と
い
っ
て
沢
山
出
て
、
そ
の
土
方
仕

事
を
し
た
。
木
箱
で
土
砂
利
を
背
負
っ
て
運
ん
で
、
あ
の
大
き
な
長
い
堤
防
を

つ
く
っ
た
も
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
の
高
等
科
の
生
徒
や
青
年
学
校
の
生
徒

も
、
学
校
を
欠
席
し
て
沢
山
そ
れ
に
出
る
の
で
、
授
業
が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ

な
。
し
か
し
、
百
姓
は
生
活
が
苦
し
く
て
金
を
と
る
た
め
な
も
ん
だ
か
ら
、
学

校

と
し
て
は
打
つ
手
が
な
か
っ
た
ん
だ
。
そ
の
時
、
高
峯
先
生
は
、
自
分
か
ら

和
賀
川
の
川
岸
に
教
科
書
を
運
ん
で
い
っ
て
、
子
供
た
ち
に
勉
強
を
教
え
た
ん

だ

な
。
今
、
あ
あ
い
う
先
生
が
何
人
い
る
か
な
。
夕
方
、
長
い
竿
の
上
さ
日
の

丸
を
つ
け
て
、
そ
の
作
業
現
場
の
堤
防
の
上
さ
立
て
て
、
集
合
、
集
合
っ
て
叫

ん
だ

な
。
仕
事
が
終
わ
っ
て
、
帰
る
子
供
た
ち
を
お
さ
え
て
川
岸
の
堤
防
の
上

で
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
勉
強
し
た
ん
だ
な
。
そ
の
思
い
出
が
、
そ
の
人
達
に
は

強
く
灼
き
つ
い
て
残
っ
て
い
る
ん
だ
。
大
き
な
川
岸
で
、
赤
い
夕
日
を
背
に
し

て

勉
強
し
た
思
い
出
と
い
う
も
の
は
美
し
い
ん
だ
な
。

　
ま
た
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
実
弾
を
こ
め
て
鉄
砲
を
撃
た
せ
ら
れ
た
こ
と
だ

な
。
少
年
団
の
訓
練
だ
と
い
っ
て
、
後
藤
山
の
沼
の
そ
ば
に
テ
ン
ト
を
張
っ

て
、
夜
営
す
る
ん
だ
な
。
そ
し
て
夜
は
、
そ
の
沼
か
ら
幽
霊
の
出
る
話
を
し
た

後
で
、
一
人
つ
つ
沼
を
廻
る
肝
試
し
会
を
や
っ
た
り
、
鉄
砲
に
実
弾
を
こ
め
て

沼
の
方
さ
一
人
つ
つ
打
た
せ
た
り
す
る
ん
だ
な
。
後
ろ
か
ら
だ
き
抱
え
る
よ
う

に

し
て
、
銃
床
を
肩
さ
し
っ
か
り
押
し
つ
け
て
く
れ
て
、
引
き
金
を
引
か
せ
る

ん

だ

な
。
そ
れ
を
や
っ
た
こ
と
で
、
何
か
自
分
は
別
な
人
間
に
成
長
で
も
し
た

よ
う
な
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
っ
た
も
ん
だ
ね
。
い
ず
れ
、
少
年
団
員
は
今
で

云
え
ば
、
藤
根
の
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
な
。
」

　
峯
次
郎
は
教
え
子
た
ち
か
ら
高
峯
先
生
と
呼
ば
れ
、
ま
る
で
兄
貴
の
よ
う
に
慕
わ

れ

た
。
ま
た
少
年
団
を
つ
く
り
集
団
訓
練
を
取
り
入
れ
た
教
育
を
実
践
し
て
い
た
。

本
当
の
教
育
と
は
何
か
を
知
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。

（
4
）
兵
隊
バ
カ

　
昭
和
六
年
九
月
満
州
で
日
本
軍
と
中
国
軍
が
衝
突
（
満
州
事
変
）
し
、
以
後
一
五

年
間
続
く
大
戦
に
突
入
し
て
い
く
。
昭
和
七
年
満
州
建
国
が
な
さ
れ
、
昭
和
八
年
に

満
州
移
民
大
計
画
を
た
て
、
東
北
を
主
と
し
た
農
民
が
次
々
に
満
州
に
移
民
し
て
行

っ

た
。
更
に
昭
和
一
二
年
日
華
事
変
が
勃
発
し
、
東
北
の
主
力
部
隊
が
満
州
か
ら
北

支
、
中
支
、
南
支
へ
進
軍
し
て
い
く
。
こ
の
戦
争
へ
の
な
だ
れ
こ
み
と
共
に
後
藤
野

に
飛
行
場
建
設
運
動
が
起
こ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
一
二
年
八
月
頃
か
ら
藤
根
村
内
の

西

に
あ
る
広
大
な
後
藤
野
の
草
原
と
そ
の
中
に
あ
る
農
地
を
ひ
っ
く
る
め
て
飛
行
場

を
つ
く
っ
て
陸
軍
に
献
納
し
よ
う
と
い
う
運
動
で
あ
り
、
後
藤
野
陸
軍
飛
行
場
期
成

同
盟
会
に
よ
り
一
〇
〇
万
坪
が
買
収
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
六
月
か
ら
地
元
の
勤

労
奉
仕
隊
は
も
と
よ
り
県
下
の
青
年
団
や
学
生
等
が
連
日
炎
天
下
の
後
藤
野
に
群
を

つ
く
っ
て
集
ま
り
そ
の
土
木
作
業
を
し
た
。
竣
工
す
る
一
〇
月
ま
で
に
一
二
万
人
余

の

奉
仕
隊
が
実
働
し
た
。
奉
仕
団
の
宿
舎
に
は
近
郷
の
小
学
校
が
当
て
ら
れ
、
作
業

の
指
揮
に
は
近
郷
の
在
郷
軍
人
会
が
当
た
っ
た
。

　

こ
の
時
、
峯
次
郎
は
藤
根
在
郷
軍
人
会
長
で
あ
っ
た
が
、
か
け
が
え
の
な
い
農
地

を
献
納
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
飛
行
場
建
設
運
動
に
は
消
極
的
だ

っ

た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
一
人
息
子
（
友
次
郎
）
も
、
家
督
と
な
る
は
ず
の
娘
婿

（忠
光
）
も
戦
場
に
赴
い
て
い
た
し
、
ま
た
青
年
学
校
の
指
導
員
と
い
う
立
場
で
も

あ
っ
た
。
連
日
出
征
家
族
の
家
を
回
っ
て
面
倒
を
み
た
り
、
率
先
し
て
駅
頭
に
立
っ

て

は

兵
士
を
送
り
、
村
の
遺
族
を
歩
き
回
っ
て
激
励
し
続
け
た
。
ま
た
後
藤
野
で
飛

行
場
建
設
作
業
が
始
ま
る
と
、
体
中
に
水
筒
を
吊
っ
て
水
を
配
っ
て
奉
仕
隊
を
激
励

し
て
歩
い
た
。
自
分
の
教
え
子
が
生
き
残
っ
て
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
力
を
合
わ
せ
銃
後
を
守
り
、
み
ん
な
で
戦
地
の
兵
隊
を
応
援
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
ん
な
峯
次
郎
の
胸
中
を
彼
の
行
動
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
峯
次
郎
の
異
常
な
程
の
献
身
的
な
姿
を
見
て
、
彼
の
こ
と
を
「
兵
隊
バ
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カ
」
と
呼
ぶ
者
も
い
た
。
村
の
全
て
の
人
が
好
意
的
に
思
っ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
出
征
兵
士
を
出
し
て
い
な
い
家
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
戦
争
は
他

人
事
で
あ
り
彼
の
協
力
的
な
行
動
が
異
常
に
思
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
政
治
を
信
じ
、
軍
部
を
信
じ
て
い
た
峯
次
郎
は
、
当
時
国
策
遂
行
に
全
力
を
注
い

で
協
力
し
た
。
彼
は
晩
年
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「丈
夫

な
強
い
人
間
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
戦
争
を
知
っ
て

い

る
私
は
、
戦
争
は
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
弱
い
者
は
、
戦
場

で

ど
れ
程
苦
労
す
る
か
を
私
は
知
っ
て
い
る
。
負
け
戦
は
ど
れ
程
悲
惨
な
も
の

で

あ
る
か
を
私
は
こ
の
目
で
見
て
来
て
い
る
。
そ
し
て
戦
争
に
勝
つ
た
め
に

は
、
銃
後
も
し
っ
か
り
と
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
私
は
思
っ
て
い

る
。
」

　
峯
次
郎
が
教
え
子
に
望
ん
だ
の
は
、
も
ち
ろ
ん
名
誉
の
戦
死
で
は
な
か
っ
た
。
し

か

し
、
そ
れ
を
口
に
出
せ
ば
非
国
民
と
な
る
時
代
で
あ
り
、
『
真
友
』
に
よ
っ
て
村

の

様
子
や
家
族
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と
で
、
生
き
て
帰
る
意
欲
を
持
た
せ
よ
う
と
し

た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
『
真
友
』
に
は
、
現
地
で
任
務
を
果
た
し
た
ら
元
気
で
帰

っ

て

こ
い
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
思
え
る
。

　
峯
次
郎
の
思
い
と
は
裏
腹
に
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
、
戦
死
公
報
が
相
次
い
で
届

く
。
そ
し
て
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
日
本
の
敗
戦
と
い
う
結
末
で
長
く
苦
し
か
っ

た
戦
争
は
終
わ
る
。

（
5
）
戦
後
の
峯
次
郎

　
日
本
は
、
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
敗
戦
を
迎
え
た
。
峯
次
郎
の
生
き
方
は
根
こ

そ
ぎ
ひ
っ
く
り
返
っ
た
。
村
の
人
た
ち
は
彼
の
今
ま
で
の
指
導
に
怨
嵯
の
目
を
向
け

た
。
峯
次
郎
は
そ
の
時
の
心
境
を
『
藤
根
郷
土
史
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「太
平
洋
戦
争
は
、
日
本
の
敗
戦
と
な
り
終
戦
と
な
っ
た
。
さ
て
平
和
と
な
り

復
員
し
て
帰
郷
す
る
兵
も
あ
る
が
、
待
て
ど
も
待
て
ど
も
帰
っ
て
こ
な
い
兵
士

は

そ
の
数
知
れ
ぬ
。
子
息
を
な
く
し
た
親
た
ち
、
夫
を
失
っ
た
婦
人
、
た
よ
る

も
の
な
き
子
ど
も
た
ち
、
ま
た
路
上
や
車
中
で
憐
れ
み
を
乞
う
白
衣
の
傷
病
兵

あ
り
、
住
む
家
な
き
人
も
あ
る
と
思
う
と
、
心
は
暗
く
な
る
。

　
自
分
は
日
露
戦
争
を
体
験
し
、
戦
争
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
を
知
っ
て

い

る
。
七
十
歳
近
い
両
親
を
お
い
て
従
軍
し
た
が
、
常
に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
の
は
家
の
暮
ら
し
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
三
九
年
か
ら
藤
根
の
学
校
に

勤
め
、
一
〇
年
、
二
〇
年
、
三
〇
年
と
続
い
た
が
、
常
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
忘

れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
平
和
で
あ
っ
て
も
、
い
つ
戦
争
が
起
き
る
か
わ

か

ら
な
い
。
子
ど
も
の
時
か
ら
強
く
勇
ま
し
く
正
し
く
育
て
る
つ
も
り
で
、
少

年
団
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
育
成
、
ま
た
青
年
団
、
軍
人
会
の
指
導
を
し
て
き

た
が
、
遂
に
ま
た
戦
争
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ま
す
ま
す
熱
を
か
け
て
世

話
を
し
た
。
青
年
を
薦
め
て
軍
隊
に
志
願
さ
せ
た
り
、
入
隊
営
兵
の
送
迎
や
世

話

を
し
た
り
、
そ
の
家
族
を
見
廻
り
慰
問
を
し
、
ま
た
会
報
（
真
友
）
を
発
行

し
て
激
励
と
連
絡
を
と
っ
た
り
な
ど
し
た
の
で
、
み
ん
な
に
兵
隊
バ
カ
と
い
わ

れ

た
り
、
狂
っ
た
の
か
と
も
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
今
と
な
っ
て
は
し
か
た
が
な
い
。
戦
没
者
や
そ
の
遺
族
た
ち
に
す
ま
な
い
こ

と
を
し
た
。
心
が
ま
す
ま
す
暗
く
な
る
。
ウ
ラ
マ
レ
タ
リ
、
ニ
ク
マ
レ
タ
リ
。

し
か
し
、
い
ま
に
な
っ
て
ど
う
に
も
さ
れ
ぬ
。
た
だ
あ
や
ま
り
、
お
わ
び
し
て

霊
を
ま
つ
り
、
霊
を
供
養
し
、
遺
族
た
ち
の
世
話
を
し
て
あ
げ
る
よ
り
ほ
か
な

い
。
」

　
峯
次
郎
は
、
別
人
の
如
く
変
貌
し
た
。
短
気
で
強
引
だ
っ
た
彼
は
、
ど
れ
程
人
に

罵
倒
さ
れ
て
も
、
一
言
も
反
駁
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
さ
な
が
ら
の

背
の
高
い
ハ
ン
サ
ム
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
も
う
ど
こ
に
も
な
く
な
っ
て
い
た
。
よ
れ
よ

れ
の

形
の

く
ず
れ
た
服
を
着
て
、
戦
時
中
の
戦
闘
帽
を
か
ぶ
り
、
ガ
タ
ガ
タ
の
自
転
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表
2
　
高
橋
峯
次
郎
の
略
歴
と
郷
土
及
び
日
本
の
で
き
ご
と

年
　
　
号

年
齢

峯
　
次
　
郎
　
略
　
歴

郷
土
の
で
き
ご
と

国
内
の
で
き
ご
と

明
治
＝
ハ
年

○

一
月
五
日
峯
次
郎
誕
生
。

明
治
二
三
年

七

四
月
藤
根
尋
常
小
学
校
入
学
。

明
治
二
七
年

一
一

三

月
藤
根
尋
常
小
学
校
卒
業

日
清
戦
争
始
ま
る
。

明
治
三
五
年

一
九

四

月
岩
手
県
立
師
範
学
校
乙
種
講
習
科
入
学
。
七
月
徴
兵
検
査
合
格
。

明
治
三
六
年

二
〇

三

月
岩
手
県
立
師
範
学
校
乙
種
講
習
科
卒
業
。
四
月
一
日
第
八
師
団
野
戦
砲

兵
第
八
聯
隊
に
三
ヶ
月
教
育
召
集
。
七
月
三
日
九
戸
郡
山
根
村
木
売
内
尋
常

小
学
校
へ
赴
任
。

日
露
戦
争
始
ま
る
。

明
治
三
七
年

二

一

三

月
八
日
和
賀
郡
笹
間
尋
常
高
等
小
学
校
へ
転
任
。
六
月
八
日
第
八
師
団
充

員
召
集
の
た
め
退
職
。
六
月
］
二
日
第
八
師
団
野
戦
砲
兵
第
八
聯
隊
に
充
員

召
集
。
一
二
月
二
四
日
陸
軍
看
護
学
校
卒
業
。

明
治
三
八
年

二

二

一
月
二
五
日
砲
兵
一
等
兵
。
三
月
二
六
日
陸
軍
看
護
兵
。
七
月
二
四
日
弘
前

か

ら
大
連
、
奉
天
へ
出
征
。
九
月
発
熱
で
入
院
し
死
に
か
け
る
。

明
治
三
九
年

二
三

三

月
一
七
日
召
集
解
除
。
六
月
二
七
日
和
賀
郡
藤
根
尋
常
小
学
校
准
訓
導
。

明
治
四
〇
年

二
四

一
一
月
娘
リ
キ
生
ま
れ
る
。

明
治
四
一
年

二
五

六

月
九
日
「
真
友
」
第
一
号
発
行
。

日
韓
併
合
。

明
治
四
二
年

二
六

八
月
福
島
県
に
い
る
兄
菊
次
郎
に
会
い
に
い
く
。

盛
岡
騎
兵
聯
隊
後
藤
野
で
演
習
。

明
治
四
三
年

二
七

七

月
「
藤
根
少
年
真
友
会
」
を
結
成
。

第
一
次
世
界
大
戦
始
ま
る
。

明
治
四
四
年

二

八

三
月
息
子
友
次
郎
生
ま
れ
る
。

大
正

　
二
年

三
〇

七

月
藤
根
少
年
真
友
会
を
「
藤
根
少
年
団
」
と
改
名
。

第
一
次
世
界
大
戦
終
わ
る
。

大
正
　
三
年

＝
二

一
二
月
後
藤
分
教
場
に
転
勤
。

大
正
　
四
年

三

二

八
月
一
日
ス
エ
と
結
婚
。

大
正
一
一
年

三
九

四

月
少
年
団
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
参
加
。

大

正
一
二
年

四
〇

三

月
二
四
日
藤
根
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
長
。

大
正

＝
二
年

四
一

三
月
二
六
日
父
円
次
郎
死
亡
。

大

正
一
五
年

四
三

一
月
一
八
日
藤
根
少
年
赤
十
字
団
副
長
。

世
界
恐
慌
が
起
こ
る
。

昭
和
　
三
年

四
五

三

月
娘
リ
キ
、
忠
光
と
婚
姻
。

県
下
で
陸
軍
特
別
大
演
習
行
わ
れ
る
。

昭
和
　
四
年

四

六

五

月
二
九
日
友
次
郎
横
須
賀
へ
出
発
。

昭
和
　
五
年

四

七

七
月
兄
菊
次
郎
死
亡
。

農
村
不
況
。
北
藤
根
に
赤
痢
流
行
。

満
州
事
変
勃
発
。

昭
和
　
六
年

四

八

七
月
忠
光
勤
務
演
習
で
弘
前
へ
。

米
価
大
暴
落
。

昭
和
　
七
年

四

九

三

月
三
一
日
藤
根
尋
常
高
等
小
学
校
退
職
。
四
月
一
日
帝
国
在
郷
軍
人
会
藤

根
村
分
会
長
。
四
月
五
日
藤
根
青
年
訓
練
所
指
導
員
嘱
託
。

昭
和
　
八
年

五
〇

六
原
道
場
開
設
。
三
陸
大
津
波
。

満
州
移
民
計
画
大
綱
発
表
。

昭
和
　
九
年

五
一

一
月
母
り
き
死
亡
。
一
二
月
岩
手
県
藤
根
村
金
銭
債
務
臨
時
調
停
委
員
。

藤
根
村
も
政
府
等
よ
り
義
損
金
。

東
北
地
方
凶
作
。
娘
の
身
売
問
題
化
。

恩
賜
倉
庫
建
て
ら
れ
る
。
青
年
学
校
の
開

設
。
土
畑
鉱
山
鉱
毒
問
題
。

昭

和
一
一
年

五
三

一
〇

月
一
五
日
藤
根
青
年
学
校
指
導
員
嘱
託
。

県
内
の
小
作
争
議
件
数
最
高
と
な
る
。
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昭
和
↓
二
年

五
四

後
藤
野
岩
手
陸
軍
飛
行
場
献
納
。

日
華
事
変
起
き
る
。

昭
和
＝
二
年

五
五

四
月
藤
根
村
会
議
員
当
選
。

昭
和
一
四
年

五
六

一
〇

月
六
日
銃
後
後
援
尽
力
の
た
め
知
事
表
彰
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
。

昭
和
一
五
年

五
七

二
月
『
藤
根
村
誌
』
発
行
。
九
月
二
八
日
教
育
功
労
者
と
し
て
県
知
事
賞
。

昭
和
一
六
年

五
八

一
月
一
〇
日
岩
手
県
少
年
教
護
委
員
。
五
月
二
日
青
年
学
校
学
務
委
員
。
六

一
二
月
八
日
太
平
洋
戦
争
勃
発
。

月
＝
二
日
満
州
慰
問
へ
出
発
。

昭
和
］
八
年

六
〇

九

月
一
五
日
藤
根
青
年
学
校
指
導
員
。

昭
和
一
九
年

⊥二

三

月
三
〇
日
最
後
の
『
真
友
』
発
送
。

昭
和
二
〇
年

六

二

八
月
九
、
一
〇
日
後
藤
野
飛
行
場
空
襲
。

八
月
一
五
日
太
平
洋
戦
争
終
戦
。

昭
和
二
二
年

六
四

三
月
三
一
日
藤
根
村
助
役
臨
時
代
理
者
。
四
月
一
日
藤
根
中
学
校
助
教
諭
。

昭

和
二
三
年

六
五

四
月
一
日
岩
手
県
民
生
委
員
。

昭
和
二
四
年

六
六

三
月
三
〇
日
藤
根
村
社
会
教
育
委
員
。
九
月
三
〇
日
藤
根
中
学
校
助
教
諭
退
職
。

昭
和
二
六
年

六

八

平
和
観
音
堂
を
建
て
る
。

昭
和
二
七
年

六
九

九

月
大
田
村
山
口
に
疎
開
し
て
い
る
高
村
光
太
郎
を
訪
問
。
一
〇
月
五
日
藤

根
村
教
育
委
員
。

昭
和
三
一
年

七
三

和
賀
町
民
生
児
童
委
員

「和
賀
町
」
誕
生
。

昭
和
三
七
年

七
九

藍
綬
褒
章
。

昭
和
四
〇
年

八
二

勲
五
等
瑞
宝
章
。

昭
和
四
二
年

八
四

『藤
根
郷
土
史
』
編
集
。
五
月
一
六
日
死
亡
。

小田嶋恭二［高橋峯次郎と七千通の軍事郵便］

車
に
乗
っ
て
連
日
の
よ
う
に
村
中
を
回
っ
た
。
肩
か
ら
は
、
終
戦
時
の
放
出
物
資
で

あ
る
軍
馬
に
飼
料
を
与
え
る
時
に
使
う
ズ
ッ
ク
袋
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
彼
の
姿
は
乞
食
と
見
間
違
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
終
戦
直
後
、
峯
次
郎
は
自
分
で
つ
く
っ
た
紙
芝
居
を
自
転
車
に
乗
せ
神
社
の
境
内

な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
て
歩
い
た
。
ま
た
村
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
や
子
ど
も
た

ち
を
み
る
と
、
食
べ
物
を
持
っ
て
行
っ
た
り
、
お
金
を
あ
げ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ

り
し
た
。
一
方
で
、
ゴ
ミ
捨
て
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
拾
っ
て
き
て
利
用
し

た
。
ま
た
家
屋
の
新
築
が
あ
る
の
を
聞
き
つ
け
る
と
、
出
か
け
て
い
っ
て
、
捨
て
ら

れ
て

い

る
物
の
中
か
ら
古
文
書
や
古
い
道
具
な
ど
を
拾
い
集
め
て
は
も
ら
っ
て
帰
っ

た
。
彼
は
民
生
児
童
委
員
、
司
法
保
護
司
、
社
会
福
祉
委
員
、
町
史
編
纂
委
員
、
教

育
委
員
、
金
銭
債
務
調
停
委
員
な
ど
お
び
た
だ
し
い
程
の
公
職
を
も
っ
て
い
た
。
昭

和
二
六
年
に
平
和
条
約
が
結
ば
れ
進
駐
軍
が
去
る
の
を
待
っ
て
、
平
和
観
音
堂
を
建

立
す
る
。
ま
た
生
涯
を
通
し
て
手
が
け
て
き
た
『
藤
根
郷
土
史
』
を
編
集
し
た
。

④
峯
次
郎
の
足
跡

（
1
）
軍
事
郵
便
と
『
真
友
』

　
峯
次
郎
の
子
孫
に
あ
た
る
高
橋
良
八
宅
に
大
正
か
ら
昭
和
に
わ
た
っ
て
七
千
通
を

超
え
る
郷
土
出
身
兵
士
た
ち
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
軍
事
郵
便
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
、
『
真
友
』
送
付
の
御
礼
、
軍
隊
生
活
・
任
地
の
風
物
、
戦
争
の
状
況
報

告
、
恩
師
（
高
峯
）
、
郷
里
、
農
作
業
、
家
族
へ
の
心
情
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
兵
士
の
多
く
が
村
の
情
報
を
知
り
た
い
た
め
、
ま
た
村
と
の
き
ず
な
を
確
か
め

あ
う
た
め
、
恩
師
で
あ
る
峯
次
郎
を
通
じ
て
交
信
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
彼
は
、
藤
根
村
の
小
学
校
教
員
と
青
年
訓
練
所
の
教
員
を
兼
ね
て
い
た
。
ま
た
同

時
に
在
郷
軍
人
会
の
役
員
と
し
て
、
村
の
軍
事
関
係
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
明
治
四
一
年
か
ら
昭
和
一
九
年
ま
で
実
に
三
八
年
間
発
行
し
続
け
た
郷

土
通
信
と
も
い
う
べ
き
ミ
ニ
コ
ミ
紙
『
真
友
』
を
発
行
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
村
の
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出
来
事
、
農
事
関
係
、
徴
兵
関
連
、
銃
後
の
家
庭
巡
り
な
ど
で
あ
り
、
主
と
し
て
郷

土
出
身
者
の
兵
士
た
ち
に
送
ら
れ
た
。
藤
根
村
出
身
兵
た
ち
は
こ
の
情
報
を
待
ち
こ

が
れ

る
よ
う
に
な
り
、
『
真
友
』
が
送
ら
れ
て
く
る
と
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
み
、
す

ぐ
に
返
事
と
自
分
の
現
況
を
書
い
て
出
し
た
。

　
戦
地
の
兵
士

た
ち
が
知
り
た
か
っ
た
の
は
、
自
分
の
出
征
し
た
あ
と
誰
が
出
征
し

た
か
、
出
征
し
た
友
人
た
ち
は
何
処
に
い
る
の
か
、
村
の
銃
後
の
状
況
、
自
分
の
出

征
後
の
農
事
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
兵
士
た
ち
は
、
軍

事
郵
便
で
戦
地
の
様
子
や
誰
に
会
っ
た
か
な
ど
を
峯
次
郎
に
知
ら
せ
た
。
そ
の
郵
便

内
容
は
、
峯
次
郎
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て
『
真
友
』
に
掲
載
さ
れ
、
戦
地
の
兵
士
に

送

ら
れ
た
。
こ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
七
千
通
も
の
軍
事
郵
便
が
峯
次
郎
宛
に
来

た
の
で
あ
っ
た
。
一
日
に
何
通
も
の
軍
事
郵
便
が
毎
日
の
よ
う
に
彼
の
も
と
へ
届
い

た
。　

軍
事
郵
便
の
数
を
み
る
と
、
昭
和
一
二
年
の
日
華
事
変
を
境
に
し
て
急
に
増
加
し

て
、
一
四
年
に
は
七
九
五
通
に
達
し
て
い
る
。
特
に
目
を
引
く
の
は
、
昭
和
二
二
年

か

ら
一
八
年
ま
で
の
六
年
間
の
軍
事
郵
便
が
他
の
年
代
と
比
べ
ず
ば
抜
け
て
多
い
こ

と
で
あ
る
。
発
信
地
は
、
日
本
国
内
か
ら
の
も
の
を
除
く
と
満
州
が
一
二
四
〇
通
で

最
高
で
、
次
に
北
支
九
五
九
通
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
昭
和
一
三
、
一
四
年
の
日
華
事

変
直
後
だ
け
は
北
支
が
満
州
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
然
村
の
出
征
兵
が
ど

こ
の
戦
場
に
行
っ
て
い
た
か
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
真
友
』
は
、
明
治
四
一
年
六
月
一
〇
日
に
第
一
号
が
発
行
さ
れ
る
。
発
行
者
は

「
真
友
園
」
と
な
っ
て
い
る
。
発
行
趣
旨
は
次
の
七
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

　
真
友
ハ
何
故
二
生
レ
タ
ル
カ

・

真
友
ハ
諸
君
二
信
友
タ
ラ
ン
ガ
為
二
生
レ
タ
リ

・

真
友
ハ
信
義
ヲ
以
テ
村
内
皆
信
友
タ
ラ
ン
ガ
タ
メ
ニ
生
レ
タ
リ

・
真
友
ハ
諸
君
二
宝
ヲ
授
ケ
ン
ガ
タ
メ
生
レ
タ
リ

・
真
友
ハ
諸
君
二
智
識
ヲ
与
ヘ
ン
ガ
タ
メ
ニ
生
レ
タ
リ

・

真
友
ハ
諸
君
ニ
ナ
ル
ベ
ク
利
益
ナ
コ
ト
、
ナ
ル
ベ
ク
新
ラ
シ
キ
コ
ト
ヲ
知
ラ
セ

ン

ガ

タ
メ
ニ
生
レ
タ
リ

・

真
友
ハ
良
キ
友
ヲ
奨
励
シ
、
悪
シ
キ
友
ヲ
良
キ
友
ト
セ
ン
ガ
タ
メ
ニ
生
レ
タ
リ

・
真
友
ハ
即
チ
信
友
ナ
リ
、
諸
君
大
二
使
用
シ
有
益
ナ
ル
事
ヲ
投
書
サ
レ
ン
コ
ト

ヲ
希
望
ス

　
同
年
六
月
三
〇
日
発
行
の
『
真
友
』
第
二
号
で
は
、
発
行
者
を
「
真
友
園
」
か
ら

「藤
根
真
友
会
」
に
改
名
し
て
い
る
。
明
治
四
三
年
二
月
二
四
日
発
行
の
『
真
友
会

報
』
に
「
本
会
生
レ
テ
コ
コ
ニ
一
二
歳
、
未
ダ
幼
稚
社
会
二
何
等
ノ
益
与
フ
ル
ナ
シ
、

実
二
笑
止
ノ
至
リ
ナ
リ
、
然
ル
ニ
コ
レ
ヨ
リ
一
ノ
目
標
ヲ
立
テ
会
員
諸
君
ハ
相
協
力

シ
テ
改
良
ヲ
バ
カ
ラ
ン
」
と
あ
り
、
次
の
と
お
り
組
織
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

一

、
目
的
　
本
会
ノ
目
的
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
バ
学
術
ノ
進
歩
新
知
識
ノ
交
換
、
風

習
ノ
改
良
、
心
身
ノ
鍛
錬
、
共
同
心
養
成
、
勤
労
ヲ
尚
ブ
習
慣
等
ヲ
ツ
ク
ル

　
ニ
ア
リ

一

、
以
上
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
ガ
タ
メ
適
当
ノ
時
ヲ
撰
ビ
会
員
集
合
シ
事
物
ヲ
研

究
ス

ル
コ

ト

一
、

真
友
紙
ヲ
発
行
ス
ル
コ
ト

一

、
有
益
ナ
ル
雑
誌
ヲ
読
ム
コ
ト

一

、
会
員
ハ
本
村
二
居
住
ス
ル
モ
ノ
ハ
男
女
間
ハ
ズ
入
会
ヲ
許
ス

一

、
特
二
小
学
校
生
徒
及
壮
丁
前
ノ
者
ハ
是
非
入
会
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
有
ス

一

、
会
費
、
本
紙
ノ
実
費
一
円
及
ビ
雑
誌
買
入
費
ト
シ
テ
一
ケ
月
当
分
五
厘
ト

定
ム
、
不
足
分
ハ
有
志
者
ノ
寄
附
ヲ
仰
グ
コ
ト
ト
ス

　
峯
次
郎
は
、
藤
根
尋
常
高
等
小
学
校
を
基
点
と
し
て
、
長
沼
と
後
藤
の
各
学
校
に

支
部
を
設
置
し
学
校
の
一
部
を
借
用
し
て
、
新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
の
縦
覧
を
行
っ

た
。
ま
た
小
学
校
読
本
の
読
み
方
、
夏
蚕
の
飼
育
法
・
珠
算
・
裁
縫
な
ど
の
補
習
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会
・
講
習
会
も
行
っ
た
。

　

明
治
四
四
年
頃
よ
り
真
友
は
、
在
郷
軍
人
会
と
協
同
し
て
編
集
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
発
行
者
と
し
て
「
藤
根
村
分
会
」
「
帝
国
在
郷
軍
人
会
」
の
名
が
登
場
す
る
の

は
、
大
正
二
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
事
務
所
も
藤
根
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら
藤
根
村
役

場
へ
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
真
友
の
頒
布
先
は
、
主
と
し
て
分
会
会
員
・
在
営
兵
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
藤
根

村
全
戸
・
藤
根
村
出
身
の
村
外
在
住
者
及
び
出
征
兵
士
へ
拡
大
し
て
い
る
。
関
係
機

関
へ
の
届
出
と
し
て
、
内
務
省
図
書
館
、
盛
岡
地
方
裁
判
所
検
事
局
、
盛
岡
内
丸
帝

国
在
郷
軍
人
会
盛
岡
支
部
、
黒
沢
尻
警
察
署
な
ど
へ
も
発
送
し
て
い
る
。
大
正
一
〇

年
頃
の
発
行
部
数
は
二
〇
〇
部
程
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
四
〇
〇
部
、
六
〇
〇
部

と
増
え
、
昭
和
一
七
年
七
月
二
五
日
発
行
の
真
友
は
七
五
〇
部
が
第
一
線
に
発
送
さ

れ
て

い

る
。
そ
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
困
難
が
と
も
な
っ
て
い
た
。
一
つ

は
、
発
行
部
数
が
多
い
の
で
発
行
経
費
や
郵
送
代
が
莫
大
な
金
額
と
な
っ
た
こ
と
、

二

つ

目
に
戦
争
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
用
紙
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
、
三
つ

目
に
言
論
の
統
制
抑
圧
に
よ
り
、
『
真
友
』
の
内
容
の
検
閲
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
峯
次
郎
の
日
記
に
は
、
『
真
友
』
の
こ
と
で
た
び
た
び
警
察

に
出
頭
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
、
検
閲
の
結
果
記
事
が
削
除
さ
れ
、
そ
の
た
め
印
刷
所

か

ら
至
急
不
足
原
稿
に
つ
い
て
入
稿
す
る
よ
う
催
促
が
き
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　
出
征
兵
士
に
と
っ
て
、
峯
次
郎
か
ら
送
付
さ
れ
て
く
る
『
真
友
』
は
ど
の
よ
う
な

意
義
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
軍
事
郵
便
か
ら
見
て
み
る
こ
と
に
す

る
。

高
橋
庄
蔵
の
軍
事
郵
便
（
昭
和
一
二
年
四
月
二
〇
日
）
よ
り

　

「時
々
皆
々
様
か
ら
新
聞
や
雑
誌
等
も
送
っ
て
戴
き
ま
す
が
、
郷
里
の
事
な
ど

　
詳
し
く
知
る
も
の
に
は
『
真
友
』
以
外
に
有
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
童
顔
を
拝
し

　
つ
つ
御
話
す
る
様
な
、
又
郷
里
に
居
る
様
な
感
じ
が
致
し
ま
す
。
」

高
橋
徳
兵
衛
の
軍
事
郵
便
（
昭
和
一
四
年
二
月
八
日
）
よ
り

　

「
郷
里
か

ら
御
出
し
下
さ
る
手
紙
は
、
皆
な
詳
し
い
こ
と
は
高
峯
先
生
か
ら
の

　
真
友
を
御
覧
下
さ
い
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
村
の
様
子
を
知
る
に
は
真
友
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妻
）

　
番
、
家
の
こ
と
は
矢
張
り
カ
カ
の
手
紙
で
す
。
」

高
橋
哲
郎
の
軍
事
郵
便
（
昭
和
一
五
年
一
二
月
一
四
日
）
よ
り

　

「
兄
無
き
後
は
、
家
よ
り
も
便
り
無
く
唯
『
真
友
』
を
故
郷
よ
り
の
慰
問
便
と

　
し
て
待
っ
て
居
り
ま
す
。
」

千

田
善
八
の
軍
事
郵
便
（
昭
和
一
六
年
一
〇
月
二
三
日
）
よ
り

　

「高
峯
新
聞
は
隅
か
ら
隅
ま
で
く
り
返
し
く
り
返
し
読
ん
だ
。
そ
し
て
有
難
い

　
有
難
い
と
流
れ
る
な
み
だ
。
」

千
葉
末
喜
の
軍
事
郵
便
（
昭
和
一
八
年
）
よ
り

　

「
最
近
銃
後
は
紙
不
足
に
付
き
『
真
友
』
の
発
行
出
来
ず
と
伺
っ
て
銃
後
と
戦

　
線
の
ニ
ュ
ー
ス
は
遮
断
さ
れ
た
と
思
っ
て
居
た
所
へ
で
し
た
か
ら
、
本
当
に
嬉

　
し
か
っ
た
の
で
す
。
」

　
現
在
残
っ
て
い
る
『
真
友
』
の
う
ち
、
最
終
発
行
の
も
の
は
昭
和
一
九
年
三
月
三

〇

日
発
送
し
た
も
の
で
、
峯
次
郎
が
は
が
き
に
謄
写
版
で
刷
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は

宛
名
本
人
不
在
の
た
め
返
送
に
さ
れ
た
も
の
で
、
四
枚
残
っ
て
い
る
。
は
が
き

一
枚

に
出
征
兵
士
の
こ
と
が
ぎ
っ
し
り
書
か
れ
て
い
る
。
最
後
に
「
第
一
線
の
皆
さ

ん

元
気
で
頑
張
れ
、
男
一
匹
安
売
り
し
て
は
な
ら
ぬ
。
郷
里
異
常
な
し
。
」
と
い
う

文
面
が
、
痛
々
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
戦
争
末
期
の
昭
和
一
九
、
二
〇
年
は
、
も
う
戦

地
も
内
地
も
軍
事
郵
便
を
書
い
た
り
、
配
達
し
た
り
す
る
状
況
で
な
く
な
っ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
2
）
藤
根
少
年
団
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

　
故
高
橋
友
次
郎
氏
（
峯
次
郎
の
長
男
）
に
よ
る
と
、
藤
根
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が

日
本
で
第
二
位
に
誕
生
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
当
は
第
一
位
だ
っ
た
と
い
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う
。
峯
次
郎
は
英
国
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
い
う
少
年
団
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
兵

隊
に
行
っ
た
時
に
聞
い
た
。
後
に
郷
土
出
身
の
後
藤
新
平
さ
ん
に
照
会
し
調
べ
て
も

ら
っ
た
ら
、
成
程
い
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
が
こ
れ
か
ら
世
界
的

視
野
に
立
っ
て
生
き
て
い
く
若
者
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
ん
、
と
い
っ
て
早
々
に
結

成
し
た
の
が
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
藤
根
隊
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
藤
根
が
第
一
位
隊
で

東
京
が
第
二
位
隊
で
は
具
合
が
悪
い
と
、
後
藤
新
平
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
藤
根
が
第
二

位
隊

に
な
っ
た
と
い
う
。
峯
次
郎
は
そ
の
こ
と
を
残
念
が
っ
て
、
話
し
て
い
た
と
い

・
つ
。

　

こ
の
真
偽
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
と
し
て
、
当
時
、
東
北
の
一
寒
村
に
日
本
最
初

の
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
誕
生
さ
せ
た
彼
の
発
想
と
気
概
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　
『
岩
手
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
歩
み
』
に
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
大
正

＝
年
四
月
＝
二
日
か
ら
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

に
、
峯
次
郎
は
一
〇
名
の
団
員
を
連
れ
て
出
場
し
た
。
か
つ
て
、
羽
織
袴
で
村
道
を

駆
け
回
っ
た
少
年
た
ち
が
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
制
服
制
帽
に
身
を
整
え
て
岩
手
の

代
表
と
し
て
上
京
し
、
東
京
隊
と
堂
々
と
交
歓
会
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
一
七
年
頃
ま
で
活
動
は
続
い
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
た
め
活
動
は
途
絶
え

た
。
戦
後
、
各
地
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
結
成
の
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
昭
和
二
六
年

藤
根
に
「
和
賀
一
〇
隊
」
が
峯
次
郎
の
協
力
に
よ
り
誕
生
す
る
。

　
峯
次
郎
の
お
こ
な
っ
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
訓
練
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
も
の

で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
『
岩
手
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
歩
み
』
の
中
の
O
B

座
談
会
で
、
教
え
子
で
あ
っ
た
故
高
橋
純
逸
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
元
県
連
理
事
）
が

次
の

よ
う
に
話
し
て
い
る
。

「
英
国
の
べ
ー
デ
ン
パ
ウ
エ
ル
卿
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動

は
、
明
治
四
二
年
北
条
時
敬
氏
や
蒲
生
保
郷
氏
に
よ
り
初
め
て
日
本
に
紹
介
さ

れ

た
が
、
明
治
四
四
年
六
月
イ
ギ
リ
ス
皇
帝
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
の
戴
冠
式
に
東
伏

見
宮
依
仁
親
王
に
随
行
渡
英
し
た
乃
木
希
典
大
将
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
ス
カ
ウ
ト

集
会
を
視
察
し
、
ま
た
べ
ー
デ
ン
パ
ウ
エ
ル
卿
と
会
い
、
日
本
武
士
道
を
取
り

入
れ

た
と
言
う
こ
の
訓
練
に
共
鳴
、
帰
国
後
学
習
院
に
お
い
て
講
演
や
三
週
間

の
天
幕
訓
練
等
を
実
施
し
た
。

　
岩
手
県
に
お
い
て
は
、
和
賀
郡
藤
根
村
（
現
在
の
和
賀
町
）
の
高
橋
峯
次
郎

氏

が
、
小
学
校
卒
業
後
の
子
供
達
が
暇
に
ま
か
せ
遊
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
補

習
教
育
を
始
め
よ
う
と
明
治
四
三
年
少
年
の
会
（
少
年
真
友
会
）
を
結
成
、
訓

練
し
て
い
た
が
、
大
正
二
年
戦
友
と
言
う
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
運
動
を
紹
介
す
る
乃
木
大
将
の
記
事
に
共
感
、
藤
根
少
年
団
を
結
成
。
大
正

三
年
九
月
小
柴
博
氏
等
が
東
京
少
年
団
を
結
成
し
、
大
日
本
少
年
団
を
準
備
中

な
の
を
新
聞
で
知
り
、
昭
和
四
年
一
月
三
〇
日
最
初
の
加
盟
団
と
し
て
、
大
日

本
少
年
団
に
加
盟
し
た
の
で
あ
る
。
」

「
私
が
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
入
っ
た
の
は
、
た
し
か
大
正
二
二
年
頃
だ
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
高
峯
先
生
、
こ
の
人
は
兵
隊
気
狂
い
の
よ
う
な
人

で
、
日
露
戦
争
に
従
事
し
た
が
自
分
は
戦
死
し
な
い
で
帰
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

対

し
て
御
恩
が
え
し
の
た
め
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
少
年

会
を
つ
く
り
、
こ
の
少
年
団
運
動
に
入
っ
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
あ
り
ま
す
。

　
分
教
場

に
い
た
も
の
だ
か
ら
、
昔
の
三
八
式
銃
の
払
下
げ
を
う
け
て
空
砲
を

ぶ
っ

放

し
て
み
た
り
、
分
教
場
に
泊
め
ら
れ
て
墓
場
に
行
く
い
わ
ゆ
る
試
胆
会

や
、
昔
は
今
の
よ
う
な
道
路
が
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
た
め
道
路
が
悪
い
の
で
、

ぬ
か

る
み
の
補
修
を
す
る
と
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
主
で
。
あ
る
い
は
夜
学

会

と
か
が
主
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
ち
ょ
う
ど
私
、
小
学
校
を
終
り
青
年
学
校
時

代

に
深
尾
先
生
の
書
い
た
ス
カ
ウ
ト
読
書
、
あ
れ
を
み
て
そ
れ
か
ら
今
の
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
の
訓
練
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
班
の
組
織
な
ん
か
を
こ
し
ら
え
、
各
部
落
毎
に
今
で
い
う

堀
立
小
屋
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
巣
に
し
て
運
動
を
は
じ
め
た
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
す
。
（
中
略
）
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し
か
し
、
今
の
よ
う
に
育
成
会
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
高

峯
先
生
の
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
か
ら
お
金
（
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
買
う
お
金
等
）
が
で

て

い
た
。
（
中
略
）

　
当
時
は
理
解
が
な
く
、
西
洋
か
ぶ
れ
し
た
と
か
な
ん
と
か
盛
ん
に
や
ら
れ

て
、
あ
れ
は
特
権
階
級
の
人
た
ち
が
や
る
も
ん
だ
と
い
う
考
え
方
の
人
が
多
か

っ
た
。
（
中
略
）

　
昭
和
五
～
六
年
頃
は
ほ
と
ん
ど
が
軍
事
訓
練
で
、
何
か
す
れ
ば
露
営
と
称
し

て

い

た
。
当
時
の
指
導
者
の
人
達
は
大
抵
軍
人
が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
自
然
と

そ
う
（
軍
事
訓
練
）
な
っ
て
い
っ
た
。
」

　
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
制
服
に
身
を
整
え
、
大
き
な
ラ
ッ
パ
や
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
各

行
事
を
飾
っ
た
光
景
は
、
新
し
い
時
代
を
進
む
藤
根
の
イ
メ
ー
ジ
を
近
郷
に
植
え
付

け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
平
和
観
音
堂

峯
次
郎
は
、
昭
和
二
六
年
自
宅
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
県
道
の
側
に
平

和
観
音
堂
と
鐘
撞
き
堂
を
建
て
る
。
彼
は
村
の
青
年
に
軍
隊
志
願
を
す
す
め
た
こ
と

や
軍
隊
に

協
力
し
た
行
為
を
率
直
に
認
め
、
そ
れ
を
戦
没
者
や
そ
の
遺
族
た
ち
に
申

し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
と
正
直
に
詫
び
て
い
る
。
そ
の
罪
滅
ぼ
し
と
し
て
、
平
和
観

音
堂
を
建
立
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
彼
は
敗
戦
に
な
っ
て
突
如
と
し
て
平
和
観
音
堂
建
立
を
思
い
立
っ
た
の

で
は

な
い
。
昭
和
一
二
年
頃
か
ら
、
出
征
し
た
教
え
子
た
ち
が
戦
場
に
行
っ
て
血
を

流

し
た
時
、
そ
こ
の
土
を
ひ
と
サ
ジ
取
っ
て
手
紙
に
入
れ
て
送
っ
て
よ
こ
す
よ
う
に

と
書
き
送
っ
て
い
る
。
ま
た
「
戦
地
の
記
念
品
と
し
て
、
書
で
も
絵
で
も
本
で
も
よ

い
か

ら
何
か
送
ら
れ
な
い
か
」
と
も
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に
応
え
る
内
容
の
軍
事
郵

便
が
多
数
残
っ
て
い
る
。

　
高
橋
孫
治
の
軍
事
郵
便
（
昭
和
一
六
年
九
月
）
に
は
、
「
乗
っ
て
い
た
軍
艦
が
暴

風
雨

に
遭
い
遭
難
し
、
そ
の
時
に
艦
の
中
の
物
を
海
中
に
棄
て
て
し
ま
い
先
生
よ
り

頼
ま
れ
し
支
那
の
土
も
失
っ
て
し
ま
い
残
念
で
す
。
」
と
あ
る
。

　
高
橋
善
一
の
南
支
か
ら
の
軍
事
郵
便
（
昭
和
一
四
年
一
二
月
頃
）
に
は
、
「
先
生

の
希
望

し
て
居
ら
れ
ま
す
土
の
件
、
上
陸
地
の
川
砂
と
現
地
の
土
を
同
封
し
ま
し

た
。
御
笑
止
下
さ
い
。
」
と
あ
る
。
高
橋
善
一
が
北
支
か
ら
手
紙
と
一
緒
に
封
筒
に

土

を
入
れ
て
出
し
た
ら
、
検
閲
で
ひ
っ
か
か
り
ア
ヘ
ン
と
誤
解
さ
れ
、
憲
兵
に
事
情

聴
衆
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
各
戦
場
か
ら
次
々
に
送
ら
れ
て
く
る
尊
い
土
を
彼
は
保
存
し
て
い
た
。
そ
の
土
で

聖
観
音
像
と
軍
馬
の
た
め
の
馬
頭
観
音
像
二
体
を
造
り
、
平
和
観
音
堂
の
本
尊
と
し

て
祭
っ
て
い
る
。

　
峯
次
郎
は
、
平
和
観
音
堂
を
建
立
し
た
翌
二
七
年
九
月
稗
貫
郡
太
田
村
（
現
花
巻

市
太
田
）
の
山
口
山
荘
に
疎
開
し
て
い
た
高
村
光
太
郎
を
訪
ね
て
い
る
。
目
的
は
、

観
音
堂
へ
の
揮
毫
の
お
願
い
で
あ
っ
た
。
光
太
郎
は
こ
の
飾
り
っ
気
の
な
い
峯
次
郎

を
気
に
入
り
、
平
和
観
音
堂
の
た
め
に
次
の
歌
を
墨
書
し
て
贈
っ
て
い
る
。

観
自
在
こ
そ
　
た
ふ
と
け
れ

ま
な
ご
ひ
ら
き
て
　
け
ふ
み
れ
ば

此
の

世
の
つ
ね
の
す
が
た
し
て

わ

が
身
は
な
れ
ず
　
そ
ひ
た
ま
ふ

　

ま
た
峯
次
郎
は
、
昭
和
二
八
年
四
月
に
東
京
巣
鴨
拘
置
所
の
A
級
戦
犯
の
人
た
ち

の
慰
問
に
も
で
か
け
、
荒
木
貞
夫
大
将
ら
一
〇
名
と
も
面
会
し
て
い
る
。
こ
の
一
〇

名
の
戦
犯
者
た
ち
は
、
後
に
平
和
観
音
堂
に
「
遺
芳
万
古
」
と
墨
書
し
た
額
を
贈
っ

て
き
て
い
る
。

　
峯
次
郎
は
、
永
久
の
平
和
と
戦
没
英
霊
を
崇
め
祭
る
た
め
、
平
和
観
音
堂
を
建
立

し
自
ら
堂
守
と
な
っ
て
生
涯
こ
こ
で
梵
鐘
を
撞
き
供
養
し
た
。
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⑤
お
わ
り
に

　
峯
次
郎
の
最
後
の
教
え
子
に
あ
た
る
池
田
友
敬
氏
は
、

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

彼
の
生
き
方
や
教
育
に
対

「高
峯
の
生
き
方
の
原
点
は
、
人
間
は
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
織

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
自

ら
社
会
の
規
制
と
い
う
も
の
を
わ
か
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
が
戦
地
に
行

っ

て

も
、
社
会
に
出
て
も
非
常
に
強
く
な
れ
る
。
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
地
域
で
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
さ
せ
た
り
、

ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
協
力
を
し
た
り
、
集
団
意
識
を
高
揚
さ
せ
た
り
し
た
の
だ

と
思
う
。

　
高
峯
は
、
戦
地
の
教
え
子
に
村
の
様
子
、
留
守
宅
の
状
況
、
出
征
者
の
消
息

な
ど
を
記
し
た
郷
土
通
信
『
真
友
』
を
身
銭
を
き
っ
て
、
一
年
に
五
～
六
回
戦

地
に
送
り
続
け
た
。
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
し
て
戦
地
か
ら
軍
事
郵
便
が
届
い

た
。
故
郷
に
家
族
や
田
畑
を
残
し
て
き
た
兵
士
に
と
っ
て
、
『
真
友
』
は
戦
地

と
気
が
か
り
な
故
郷
を
結
ぶ
実
に
有
り
難
く
も
頼
も
し
い
存
在
だ
っ
た
。
だ
か

ら
軍
事
郵
便
と
な
っ
て
も
ど
っ
て
く
る
。
あ
の
七
千
通
も
の
軍
事
郵
便
は
偶
然

に
集
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
前
に
高
峯
の
、
人
間
孤
立
す
る
と
大
変
だ
と

い
う
思
い
が
『
真
友
』
と
な
っ
て
発
送
さ
れ
、
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
軍
事
郵

便
が
も
ど
っ
て
く
る
。
そ
の
繰
り
返
し
が
七
千
通
も
の
膨
大
な
も
の
に
な
っ
た

の

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
農
村
に
な
か
っ
た
集
団
と
い
う
も
の
を
ま
と
め
あ
げ
、
集
団
で
行

動
さ
せ
る
。
集
団
意
識
を
持
た
せ
た
の
は
、
高
峯
で
あ
っ
た
。
農
集
団
を
組
織

化
し
、
そ
し
て
社
会
人
に
さ
せ
て
や
る
と
い
う
、
い
わ
ば
現
在
で
い
う
社
会
教

育
の
原
点
が
高
峯
の
教
育
の
中
心
で
あ
っ
た
の
だ
。
」

　
峯
次
郎
の
亡
く
な
っ
た
翌
年
教
え
子
た
ち
が
、
平
和
観
音
堂
の
前
に
彼
の
胸
像
を

建
て

た
。
そ
の
碑
文
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

彼
は
世
俗
に
反
逆
し
、
新
し
い
も
の
を
求
め
て
前
進
し
た

彼
は
兵
隊
ば
か
と
い
わ
れ
な
が
ら
若
者
た
ち
に
生
き
と
お
す
道
を
教
え
た

彼

は
行
者
の
姿
で
自
分
と
世
の
た
め
に
梵
鐘
を
つ
い
た

彼
は

信

じ
る
も
の
の
た
め
自
分
を
曲
げ
ず
、
常
に
弱
い
者
の
友
で
あ
っ
た

彼
は
郷
土
史
に
人
の
道
を
求
め
、
こ
の
土
地
の
た
め
に
生
涯
を
捧
げ
た

　
そ
し
て
、

る
。

胸
像
の
台
座
の
側
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
建
立
の
趣
旨
が
刻
ま
れ
て
い

　
高
峯
先
生
、
そ
う
口
に
す
る
だ
け
で
私
た
ち
は
心
温
ま
る
懐
し
さ
を
感
じ

る
。
そ
し
て
何
か
も
っ
と
た
い
せ
つ
な
こ
と
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
ふ
思

い

に
か
ら
れ
て
く
る
。
先
生
は
明
治
十
六
年
に
こ
の
土
地
に
生
ま
れ
、

同
三
十
六
年
に
力
学
し
て
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
生
涯
を
教
育
と
社
会

福
祉
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
。

　
先
生
は
自
分
の
人
生
に
苦
悩
し
、
藤
根
の
世
俗
に
反
逆
し
な
が
ら
、
そ
れ
以

上

に
郷
土
を
愛
し
た
。
そ
の
深
い
人
間
愛
に
根
ざ
し
た
失
意
を
知
ら
な
い
実
行

力
は
、
常
に
人
々
に
理
想
の
火
を
と
も
し
て
く
れ
た
。

　
昭
和
三
十
七
年
藍
綬
褒
章
を
う
け
ら
れ
る
等
、
そ
の
功
績
は
数
多
く
の
功
労

章
に
輝
い
た
が
、
先
生
は
常
に
て
ら
い
の
な
い
行
者
の
態
度
で
人
び
と
に
接

し
、
特
に
恵
ま
れ
な
い
人
び
と
の
友
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
土
地
が
先
生
を
生
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
こ
こ
に
相

集
っ
て
先
生
の
遺
徳
を
煩
し
、
長
く
後
世
に
伝
え
て
敬
慕
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

昭
和
四
十
三
年
八
月
十
五
日
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峯
次
郎
が
書
い
た
日
記
に
「
小
学
校
教
育
や
め
て
も
、
村
の
教
育
忘
れ
ら
れ
ぬ
」

と
記
し
て
あ
る
。
彼
の
八
四
年
の
生
涯
は
、
今
日
の
私
た
ち
に
戦
争
と
は
何
か
、
真

の
教
育
と
は
何
か
を
具
体
的
に
行
動
を
と
お
し
て
教
え
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
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〇
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写真1　日露戦争に従軍した

　　　　ときの峯次郎

写真2　ボーイスカウト藤根隊長

　　　　時代の峯次郎

写真3　昭和14年の陸軍飛行場
　　　　建設勤労奉仕記念章

写真4　藤根青年学校時代（前列左から3人目が峯次郎）
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写真7　峯次郎宛の軍事郵便

写真6　真友（右は昭和16年111り’、左は昭和19年3月号）
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写真8　峯次郎が66年間書き続けた日記6冊
　　　（明治35年から昭和42年まで）

写真9　平和観音堂と収蔵庫 ＜難隷藻

パ
∬
料
A
ぷ
繍

写真10　A級戦犯から贈られた「遺芳万古」と墨書した額

写真11教え子が送付した戦地の土で

　　　つくった馬頭観音と聖観音
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TAKAHASHI　Minejiro　and　Seven　Thousand　Military　Letters

ODAJIMA　Kyoji

This　paper　looks　at　the　life　of　educator　TAKAHASI　Minejiro，　born　in　the　poor　village　of　Fujine

in　the　Tohoku　region　of　Japan，　and　attempts　to　shed　light　on　the　three　eras－Meiji，　Taisho，　and

Showa－in　which　he　lived，　as　well　as　on　his　involvement，　as　a　village　educator，　in　the　Russo－

Japanese　War，　the　Manchurian　Incident，　and　the　War　of　the　Paci6c．

　　　Three　key　concepts　that　need　to　be　kept　in　mind　with　regard　to　Minejiro　are：‘‘poor　farming

village”，“youth　education”，　and“military　enthusiast”．　Minejiro’s　relationship　to　these　key

concepts　can　be　seen　in　his　diary，　which　he　kept　for　sixty－six　years皿til　his　death，　in　the

SHINYU（True　Friend），　which　Minejiro　continuously　issued　for　thirty－seven　years，　in　over

seven　thousand　letters　sent　to　him　via　military　mail　from　former　pupils，　and　in　the　two　volumes

of　local　history，　the　compilation　of　which　was　his　lifework．

　　　Minejiro　grew　up　being　told　stories　about　the　horrors　of　famine　and　peasants’revolts，　which

repeatedly　occurred　since　the　days　of　clan　rule，　and　learning　the　history　of　the　Tohoku　villages

which，　since　their　defeat　in　the　Boshin　War，　were　alienated　from　the　Meiji　government．　He

worked　his　way　through　a　school　of　teachers’course　and　became　a　teacher，　putting　his　energies

into　the　education　of　the　youths　of　the　village，　but　the　dark　shadow　of　war　was　close　at　hand．

Minejiro　had　served　in　the　Russo・Japanese　war　and　was　acutely　aware　of　the　miseries　of　war

and　its　effect　on　families．　Therefore，　he　made　his　pupils　do　military　drills　so　as　to　make　it　easier

for　them　when　they　were　called　to　the　battlefront　and　sent　copies　of　SHINYU，　containing　news

of　the　village　and　their　families，　together　with　encouraging　letters　to　the　soldiers．　At　times，

Minejiro’s　exceptionally　cooperative　attitude　towards　the　military　was　misconstrued，　causing

him　to　be　called　a“military　enthusiast”．

　　　The　War　in　the　Paci丘c　ended　in　defeat　for　Japan　on　August　15，1945．　With　Japan’s　defeat，

Minejiro，　who　until　then　had　put　his　faith　in　politics　and　the　military　to　the　extent　of　being

called　a　“military　enthusiast”，　suddenly　found　himself　questioned　with　regard　to　his

responsibilities　as　an　educator　and　his　cooperation　with　national　policy．　With　the　loss　of　his

former　pupils　in　the　war　and　the　denunciation　of　his　former　actions　as　an　educator，　Minejiro

experienced　heavy　grief　After　the　war，　Minejiro　devoted　himself　to　social　welfare　activities，

holding　memorial　services　for　those　former　pupils　who　died　in　the　war　and　looking　after

bereaved　families　and　deprived　children．　One　might　conclude　that　this　was　his　way　of

accounting　for　his　war－guilt　and　one　way　of　taking　responsibility　for　his　own　choices　in　life．
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